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世界の石油ならびに天然ガスの埋蔵量と資源量

はじめに

地球上にどの位石油や天然ガスが存在するかという問

題は石油地質上きわめて興味あるだけでたく政治経

済上にまことに大きな影響を与える事はいうまでもない.

また一般にも非常な関心をもたれている問題である.

しかしこれは重大であるのと同時に恋かなか困難な問

題であって多くの専門家が炭化水素資源の量を把握す

る作業を行なっているがそれぞれ考え方に相当な違い

があって明解恋コンセンサスはなさそうである.

目下のところ我々が将来利用し得る石油の量につい

てはきわめて悲観的な見方が強く楽観的恋見解を打出

している人は余りいたい様である.しかし比較的最近

までは楽観的な見方もそれ程珍しかったわけではなく

例えばOECDの石油委員会のニュｰオイルレポｰ

ト(1973年2月)も“世界の原油の埋蔵量は予測可能

な将来の予定必要量を十分満たしうる……"と相当楽

観的であって僅かに環境問題などに懸念を抱いている

のみである.この時期から政治的環境は大きく変った

が自然環境に変りはない.純粋に炭化水素資源の量

だけについて考えた場合現時点ではどの様汝事カミはっ

きりわかっているのだろうか?

先般東京で世界石油会議が開催された折この問題に

関するシンポジウムの準備と運営の手伝いをする機会を

得た.この結果否応なしに埋蔵量･資源量について

多少調べざるを得放い破目に陥ったので無謀をかえり

みず此処に非常に限られた資料からではあるがなるべ

く新しいデｰタを中心に紹介する.この問題を考える

場合当然地質が主役になり最近の地質学の飛躍的放

発展とあいまって非常に面白い議論が展開されている.
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第1図McKEL平EYの鉱街資源の分類(PRATT棚dBB0闘一1974)
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しかし今回は紙面と時間の関係から量の問題に限って

述べる.

地下資源の量については古くから調べられ書かれて

いるが人によって又機関によって考え方が違い分類

の仕方も異なり用語も国際的に統一されているわけで

はない･しかしこの面での努力はなされており最も

論理的な概念規定を行荏って評価されているのは米

国地質調査所のMcKEL個Y(1972)である.彼は第

1図に示す様に地下資源を既に知られている鉱床中の

ものと未だ知られていない濃集とに分け前者の量を

reSerVeS後者のそれをreSOurCeSと大別した.更に

前者の中でも品位や量の点で現在の経済状態では利用

出来ないものの量をsubeconomicresourcesとした.

色々恋文献では各人各様に近い用語の使い方をしてい

るがこの小文では大体McK肌Y蛆の分類に従い次

のような用語と訳語を用いた.

A.馴二知られている油田･ガス田中の炭化水素量

(1)Reserves埋蔵量

(乱)Proマed(又はProven)reserves確認埋蔵量

(b)POtentia1工eserves推定埋蔵量

(C)U1timatereSerVeS究極埋蔵量

既採掘量十(乱)十(b)=(c)

彊.未発見油田･ガス田中にあると予測される炭化水素量

(2)Undisco∀ered(potentia1･またはresources)

未発見(潜在量または資源量)潜在資源量

C.祷定地域あるいは全地球上の炭化水素総量

���業慴���癥牡�����捥�

究極(可採)資源量

または

U1timaterecovery究極可採量

究極埋蔵量{A･(1)･(･)}十未発見資源量{B･(2)}=

究極可採量

通常石油･天然ガスの場合の埋蔵量や資源量は存在する

総量をいうのではなく採掘し得る可採量を示している.

賦存する全量を意味する時には≡eSerVeS(reSOurCeS)

inP1ace原始埋蔵量(資源量)という.

上に記した訳語のなかで埋蔵量に関するものは一般に�
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策1表

世界の石油確認埋蔵量(単位:億トン)

中東地域

ソ連中国地域

ソ連

中国

北米大陸

米国

カナダ

その他の地域

中南米大陸

アジア･太平洋地域

アフガニスタン

オｰストラリア

ビルマ

インド

インドネシア

*マレｰシア

他のアジア

アフリカ

酉ヨｰロッパ

東ヨｰロッバ

計
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1～5.Oi1andGasJouma1各年末号6,Woエ1dOilAug.15.1975.のデｰタより作成

()は内数()はアジアの内数*ブルネイを含む紳社会主義諸国内訳なし

用いられているものであるが“工eSOurCeS"については

大町北一郎の提案に従い“資源量"と訳した.

地球上の炭化水素資源の量

鉱物資源は大部分が地下に埋蔵されており鉱床の輪

郭を明確に把握することは困難であるのみならずその

存在を確認するためにも老大な努力を必要とする.従

ってその量を推計する場合非常に多くの要因に左右さ

れる事は当然である.特に計算値を解釈する場合に最

も重要な事は埋蔵量や資源量は計算時に入手可能な

デｰタを基礎にして定量を行なうものである故その時

代の地下資源に対する一般的な考え方が直接反映される

という事である.そして地質学の発展は正に日進月歩

であって資源についても新しい知識が非常な勢いで増

えるのと同時に考え方も変って来る.従って資源の量

の計算は後になって大幅に修正されるべく初めから運命

づけられているといっても差支えない.例えばM00DY

が世界石油会議の報告で述べている様に最初に米国の

石油の究極可採量を計算したのは米国地質調査所の

D.TDAYであって彼は1908年に米国には究極的に

は14徳ないし33億トンの石油があると算出した.しか

し米国では1974年までに既にその10倍近い145億トンの

石油を掘っている.又世界の石油の究極可採量に関し

ては1920年に59億トンという数字カミ発表されているカミ

既に1974年までにその7倍以上の435億トンの石油が生

産されているのである.

1920年に比して1975年には50倍近い可採量(2,769億

トン第4表)が全世界で究極的に見込まれているが

これは決してD虹の不名誉になる事ではなくむしろ

この半世紀の間に石油地質に関する知識が飛躍的に増え

たことに心すべきであろう.

確認埋蔵量

石油の確認埋蔵量を世界的な規模で集計している機関

は多くあると思われるが発表されているものはそれ程

多くない.そのおもなものは業界誌例えば“Oi1and

GasJouma1"“Wor1dOi!'';一部の国の政府機関;業

界(A㎜｡｡i.anPet･o1eumInstitut･)などである.この�
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策2表世界の天然ガス確認埋蔵量(1973年末現在)

�(兆立方フィｰト)�(兆立方米)�(%)

中東�728.3�20.6�31.7

ソ連�632.0�17.9�27.5

北米大陸�349.O�9.9�15.2

西ヨｰロッパ�181,4�5.1�7.9

アフリカ�175.1�5.O�7.6

南アジア･極東�91.9�2.6�4.0

南米大陸�47.2�1.3�2.1

大洋州�36.9�1.O�1.6

中国�30.O�O.9�1.3

東ヨｰロッパ�24.2�O.7�1.1

計�2,296.O�65.O�100.O

AD人Ms&KIRKBY(1975)より���

AD人Ms&KIRKBY(1975)より

内“Oi1andGasJouma1"は毎年末号にその年の石油

天然ガスの確認埋蔵量と生産量の推定値を国別に集計し

て発表しているがこの速報性と数値の信頼性から一

般に広く引用されている.この場合これら米英系の

統計ではバレル単位を用いており色々校文献にそれぞ

れキロリットノレやメｰドノレトンに換算して掲載されてい

るが同じ容積単位のキロリットルは問題祖いとしても

重量のトンヘの換算にはそれぞれ7～7.5バレルを1トン

に換算している･従って同じソｰスの数字を用いてい

ても集計の仕方と換算率の選び方によっては数パｰセ

ントの差を生じ得る.例えばこの小文では比較的広く

用いられていると思われる7.33を用いているがアメリ

カのNationa1AcademyofSciencesのFossi1Fue1Sub-

pane1の報告ではメｰトル法のみを使っており換算率

7･5を用いているので注意を要する.

石油の探査が進展すれば当然確認埋蔵量は増加する.

第1表(1～4)にOi1andGasJouma1誌の推定によ

る1960年1月1目から1975年1月1目までの5年毎の

確認埋蔵量を地域別にわけて示した.ソ連と中国をま

とめたのは両国の詳しいデｰタが不明であるのとま

とめて扱っている統計が多いからである.これから判

る様に過去15年間に世界の石油の確認埋蔵量は1960

年の400億トンから1975年の976億トンまで2倍以上に

増加した.この500億トン以上の増加の大部分は中

東地域(248→551億トン)ソ連･中国地域(38→148億

トン)ならびにアフリカ(10→93億トン)における目

覚しい新発兄によるものである.叉1969年に発見され

西ヨｰロッパの埋蔵量を同年の2億トンから5年後に

35億トンに増加させた北海油田も特筆すべきものである.

更に北米大陸は最も良く地質的に調べられた地域だけあ

って埋蔵量の変化が非常に少ない事が目立つ.また

埋蔵量の割合については中東地域(62→56.5%)北米

大陸(13→6.2%)などの地域ではその重要性カミ減りソ

連中国地域(9.5→15.2%)アフリカ(2.5→9.5%)

西ヨｰロッパ(O.5→2.6%)などではウエイトが増して

いる.中国を除くアジア太平洋地域の埋蔵量は14億

トンから29億トンに増えたが世界での割合は3.5→3.0

パｰセントと殆ど変りない.

上に述べた様に色々な機関で確立に確認埋蔵量を集計

しているが比較のため第1表の(6)に“Wor1dOi1"

誌の最も新しい値(1974年1月1目)と“Oi1andGas

Jouma1"誌の同時期の集計値を(5)欄に載せた.総計で

は両者の間に15パｰセント近い差がある.全体に

“Wor1dOi1"誌の方が控え目な値を採っているが調査

が良く行届いており数字を割合に良く発表する北米西

ヨ]ロッパやインドネシアの数字は比較的良く一致して

いる.最も違いの大きいのは発表デｰタの皆無なソ

連･中国地域であるのは止むを得ないと思われる.こ

のほかに例えば米国地質調査所で1972年末の値を計算し

たもの校とがあるカミこれでは世界全体で860億トンに

なり当時の最も大きい集計値の1つであろう.しか

しいずれの統計を採って見ても現在確認されている石

油埋蔵量の半分以上が中東地域に濃集しており次いで

ソ連･中国地域の11～15パｰセントアフリカの10パｰ

セント前後であってアジア地域には僅か3パｰセント

強しかない事がはっきりしている.現在の確認埋蔵

量は900～1,000億トンと考えてそう大きな間違いはな

いであろう.

天然ガスの確認埋蔵量を第2表に示す.この中で中

東と北米のデｰタは確度が高いがソ連の埋蔵量につい

てはやはり相当の誤差のある可能性を集計者は認めてい

る･大勢としては天然ガスも中東に暴も多くあり更

にソ連と北米大陸に多くあるわけであってこの3地域

に全世界の実に74パｰセント･3/4の天然ガスが埋蔵さ

れている.

現在までに確認された埋蔵量の世界的な分布は上に

述べた通りでありこれに推定埋蔵量を加えた数値も似

た分布を示す.しかし過去の生産量を加えた究極埋蔵

量になるとか怒り違った分布となり中東地域は半分

を割り北米が15パｰセントを越す値となる(第3表).

これは北米地域が早くから開発されており今までの石

油の生産量の大きかった事を示している.米国の過去

の累積生産量は145億トンで世界の33パｰセント中東

地域が106億トンで約24パｰセントアジアでは15億ト�



一19一

策3表既知油閏申

の究極埋蔵量(1975年1月1同僚トン)

従来の生産量%

確認十推定埋蔵量%

究極埋蔵量%

中東地域

ソ連中国地域

北米大陸

米国

カナダ

その他の地域

北海

他の西ヨｰロッパ

北アフリカ

ギニア湾

南アメリカ北西部

他のラテンアメリカ

東南アジア

他のアジア
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()は内数デｰタはMo0DY(1975)より

ンで約3パｰセント生産している.Mo0DYの計算に

よれば1975年初の確認･推定埋蔵量の合計は1,072億

トンであるがこれは同氏の前年の値1,010億トンにく

らべて約60億トンの増加である.

未発見資源愛

従来石油･天然ガスの存在が知られていなかった地域

にも当然炭化水素の存在は考えられるのであって現に

新しい油目ヨガス岡が毎年相当量発見されている.では

今後どの程度の炭化水素が最終的に開発可能であるか

いい換えれば地殻中に存在する石油･天然ガスの量は何

億トンか?この問いに正確に答える事は勿論出来ない

がかなり論理的に計算が出来る様にたった.計算は

仮定が多くはいり難しいが地質的･地球化学的デｰ

タが比較的多い地域に用いる方法とその様なデｰタが

余りない地域に適用されるアフロ]チがあり多くの計

算がされている.

前者の場合は有機物の量や地質環境から物理･化学的

方法を用いて生成される石油やガスの量その移動抵と

を算出して資源量を求める方法又は過去の探査デｰ

タや結果を分析して新地域の炭化水素の量を求める方法

などカミ用いられる.又後者のデｰタが余りない地域に

ついては他の相当に詳しく状況の知られている地域と

の比較や堆積盆の大きさや堆積物の量など地質デｰタの

解析恋とから予想値カミ得られている.更にこれらの方

法については確率計算が当然行なわれており信頼度も

数値的に出される様になりつつある.

未発見満目ヨ中の石油資源量については色々在機関や

個人が予測をしているがその数例を第4表に示す.

それぞれの予測者の入手し得るデｰタの質･量が異なり

又計算方法も異なるため結果に相当な開きの出る事は

当然である.

この数字と第3表を比較すれば未発見量は既発見油

田の確認･推定埋蔵量より多く見積られており1974年

の生産量(約28億トン)のおよそ24倍加'し74倍に相

当する量を今後発見し得ると専門家達が考えている事が

わかる.更に中東とソ連･中国両地域を除けば水深

2,000米までの大陸棚･大陸斜面にある量を陸上のほぼ

3倍にMo0DYは見積っている.

なお此処で注目される事は石油の確認ならびに推

定埋蔵量では全世界の60パｰセント近い量をもち圧倒

的な優位にある中東地域には今後発見される量として

は余り多く予測されておらず一番新しいMOODYの計

算によれば僅か16パｰセント強であってソ連･中国

地域や北米大陸より少ない点である.これに反しソ

連･中国地域では既知油田の埋蔵量は世界の16パ]セン

トに過ぎないが未発見資源量は32パｰセントと予測さ

れ今後石油が発見される可能性の最も高い地域となっ

ている.この傾向は他の予測値にも見られるものであ

って第4表(2)欄は1960年の計算値であるため中東地域

をより大きく扱っているかこれは第1表から見ても判

る様にソ連･中国地域の重要な油日ヨが1960年代後半

以降に発見されたからである.

現在の所計算者によって絶対値には相当な差はある�
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釦表

印東地域

ソ連･中国地域

北米大陸

米国

カナダ

その他の地域

北海

他の'姐ヨｰロッバ

北アフリカ

ギニア湾

他のアフリカ

南米北南部

他のラテンアメリカ

東南アジア

他のアジア

南極

計

世界の宥拙未発見資源量め各種予測値(億トン)
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()は各地域の内数.

ものの未発見石油資源の約1/3がソ連･中国地域にあ

りおよそ1/6づつが中東地域と北米大陸に埋蔵され

その他の地域に約1/3が賦存するというのが大方の専門
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第2図世界の未発見石油資源の分布(単位:億トン数字の出所は篤4表と同じ)�
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策5表

世界の宥油究極可操

量(億トン)

中東地

ソ連･中国地

北宋大

水

カナ

その他の地

北

西ヨｰロッパ(除北海)

北アフリカ

ギニア湾

その他のアフリカ

南米北西部

その他のラテンアメリカ

東南アジア

他のアジア

南極

計

累積生産量

(1975･1･1迄)

��

�

��

(ユ45)

��

��

��

��

��

��

��

�㈩

�㈩

��

��

既知油田

究極埋蔵量

�　

㈴㌀

㈳�

(2ユ4)

�㈩

㌲�

��

��

(7里)

��

�㌩

��

��

�㈩

���

未発見資源量

期待値j

㈰�

��

㈱�

(ユエ6)

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

��

�㈶�

範囲

�㈭㌸�

���

��㌴�

��㈰�

����

㈷㌭��

����

��㌩

����

����

���

����

����

����

����

���

����　

究極可採量%

��

��

��

�㌰�

���

��

�㌩

�㈩

���

��

��

�㈷�

�〰�

��

��

��

㈬��

㌲�

㈳�

��

(ユエ.9)

���

㈷�

���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

�　

デｰタはMo0DY1975より.()は内数.

再び触れる.

宿泊･天然ガスの究極可採量

究極可採量とは過去に採掘されたものも含めて特

定地域又は全地球上にある利用し得る資源の総量である.

未発見量の予測値に相当な開きがあるので究極可採量

にも色々な値が計算されているが最も新しいMOODYの

デｰタを第5表に示す.これによれば全世界では約

2,770億トンの石油を最終的に使用出来るわけであり

その内の約1/3が中東地域およそ1/6が北米大陸約

1/4づつソ連･中国地域とその他の地域にあると考えてい

る.アジア･大洋州地域では178億トンで世界の6.4

パｰセントを最終的に採掘し得る事に校る.

又この2,770億トンの内半分より少し多い1,508億ト

ンが既に知られた油田地域にあり究極量の15.7パ』セ

ントで既知埋蔵量の約30パｰセントに相当する435億ト

ンが既に採掘されている.最も開発の進んでいるのは

米国であって究極可採量の約44パｰセントが既に掘ら

れており次にベネズエラ校ど南米の西北地域の約39パ

ｰセントが群を抜いて高く北アフリカの16パ]セント

東南アジアの14パｰセントと続き中東地域は僅か12ハ

ｰセントソ連･中国地域も10パｰセントが今までに掘

られたに過ぎない.従って今後利用し得る石油は世界

全体で約2,300億トンありその内約800億トンは中東地

域580億トンはソ連･中国地域約290億トンが北米に

第6表世界の天然ガスの究極可採量の各種計算値

�(兆立方フイｰト)�(兆立方米)

�����吉�〰���〰�㈶��㌹�

1971W朋Ks�7,200�203.9

1973KoP趾｡K(She11)�7,500�212.4

�����吉��住�㌹�

ユ973LINDEN�ユO,400�294.5

������剋���〰��〰����

AD川s舳dKm.Kw(1q7呂､上呵��

ADAMsandKIRKBY(1975)より

ありアジア･大洋州地域にはおよそ160億トンあると

計算される.

天然ガスの究極可採量についても色々な数字が挙げら

れておりその最近の数例を第6表に掲げる.AD加s

とKI弧BYの最も新しいデ』タによれば140～170兆立

方米が究極可採量でありその約10ハｰセントカミ採掘済

みという事である.この表を見て判る様にAD畑s連

の数字は最も控え目だものであってHUBB囲丁の計算値

の約半分である.これについてKI弧BYは若し他の

計算値の様に多量の未発見量を見込むならば既に採掘

したものも含めて地球上にある天然ガスの約1/3しか発

見されてい放い事になり今後非常に多くの巨大な堆積

盆が発見される事を想定せざるを得ないといい石油･

天然ガスの探査が活発に行法われている現在全くの未�
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策7表

世界の石油埋蔵量と

巨大油田(億トン)

巨大油田の数

中東地域

ソ連･中国地域

北米大陸

米国

カナダ

その他の地域

北海

他の西ヨｰロッパ

北アフリカ

ギニア湾

他のアフリカ

南アメリカ北西部

他のラテンアメリカ

東南アジア

他のアジア
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デｰタはMo0DY(1975)より

調査地域は小柱くこの様相事態は考えられないとしてい

る.この点に関しては多くの専門家には異論のある所

であろう.即ち我々はそれ程地球について詳しく知っ

ているか?という基本的な認識の問題とすべてのデ

ｰタが余りにも控え目であるという事である.

又天然ガスについては常にガスの総量のみが議論さ

れているがその中の可燃性ガスの含有量が問題であろ

う.この点は世界石油会議で英国のIONが指摘したも

のであるが開発の進んだ地域ではデｰタが得られるが

世界的租規模の集計は不可能な様である.

これらの究極可採量についてはMo0DYの石油に関す

る値(2,770億トン)は1973年!月1日現在でExxOn

杜の行った推計値(2,660億トン)と非常に良い一致を示

す.これは両者の信頼度が高い事を表わしているとい

う意見もあるがしかしこの様に不確定要素の多い計算

で3～4パｰセント以内の差で一致するという事はむ

しろインプットデｰタが同じである事即ち同じ仮定と

資料を用いた事を示すわけであって両者カ欄違ってい

る可能性も充分考えられこれについては余り重要視し

ない方が賢明であろう.

究極可採量の計算値の開きについて石油に関して

MO0DYは比較的新しいデｰタは1,705億トンないし

3,520億トンの数字が色々な機関で計算されその差

は約100パｰセントであるといっている.しかし米国

の様に最も良く調査され開発の進んだ地域の究極可採

量でさえ225億トン(1970ARPs他)から750億トン

(1973McKEw蛆他)まで約3倍の開きがあり原始

資源量に到っては800億(1970Moo肥)から3,956億ト

ン(1973McKEw酊他)と約5倍の差のある計算値が

出されているのであって発表されたものは少たv'にし

ても全世界の究極可採量については考え方やアフロ

]チによってもっと大きな差が出て来るものと思われ

る.しかしいずれにしても大部分の独立に行なわれ

る推計が僅か2～3倍の差で納まるのはまさに驚異で

あるといってよい.

巨大油田

鉱物資源はすべて多かれ少なかれ偏在しているもので

あるが炭化水素はこの傾向がきわめて著しい.それ

が端的に表われて来るのが巨大油田である.埋蔵量

が6,800万トン(5億バレノレ)以上あるものを巨大油田

(Giantoi1分eld)と云い1.36億トン(10億バレル)以

上のものを超巨大油田と称している.第7表から判る

様に僅か287油田(全体の1パｰセント以下)に全世界

の実に71.5パｰセントの石油が埋蔵されており15の超

巨大油田(中東に11ソ連･ベネズエラ･インドネシア

･米国に各1)の中に全世界の既知油田究極埋蔵量の35

パｰセントの石油があり世界最大のサウジアラビアの

Ghawar油田と次のクエｰトのBurgan油田の2カ所�
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策8表北西太平洋弧状列

島諸国

の石油･天然ガス

����既知埋蔵量*��現生産量(日産)榊��未発見資源量予想値*��

�既知油田数�既知ガス因数��石油1�ガス�石油1�ガス�石油1�ガ�ス

��』��������

�東マレｰシアｰブルネイ�12�2�21.6�5,660�52�12�20.8�255�

イ�ンドネシ�ア�128�8�141,9�4,250�211.4�ユ0�44.4�400

フ�イリピ�ン�一�.�一�一�i�一�1.1�8

神�縄�一�一�.�一�一�一�1.O�4�

台�湾�8�7�O.2�110�O.3�2.0�O.7�28�

一一����������

�■■''L一�'一��������

�計�148�1�17�164�10,020�264�24�68�695

��■��������

*二有油�羊万トンガス�樵令古来�神石油�千トン�ガス�百万立方米����

*石油千万トンカス億立方米*ホ石油千トン

SムNDERsその他(1975)より

百万立方米

第9表アジア大陸諸国

の石油･天然ガス

既知埋蔵量*

既知油田数既知ガス関数

石油

現生産量(日産)**未発見資源逮予想値‡

ガス

石油ガス石油ガス

アフガニスタン

バングラデシュ

ビルマ

中国

イ:ノド

インドシナ半島(クメｰ

ル･ラオス･ベトナム)

朝鮮半島

パキスタン

スリランカ

タイ国

西マレｰシア
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二

*石油千万トンガス億立方米**石油千トンガス

SムND朋その他(1975)より

百万立方米

に全世界の石油埋蔵量の実に15パｰセントが集っている･

これはまことに驚くべき事である.

この様に重要な巨大油田は大部分が背斜構造のトラ

ップ中にあり安定地塊ならびにその周辺の堆積盆が多

量の石油生成･貯溜に適した環境の様である.これら

の巨大油田の貯油層は通常70m以下の厚さであり水平

的にも200止血2より小さい面積のものが大部分である.

又深さも多くは3,000工n以下である.最も産油量の多

いものは中生代の砂岩･炭酸塩岩であり残りは第三紀

のものである.

従って従来と同じ型の油田を探す場合には中生代

又は第三紀の浅海性堆積物が厚く堆積し背斜構造を恋

している様な地域が最も有望である事になる･しかし

これは第7表からも判る様に巨大浦岡について中東地

域の比重が余りにも大きいため結局はこの地域の油田

の特徴を示している結果になっている.

巨大油田の果す役割を少し詳細に見れば中東地域で

は既知石油の殆ど大部分(95.7パｰセント)カミ巨大浦岡

中にあり次に北海地域では82パｰセントを占めている.

果して今後発見される油田についてもこの様な傾向が

続くのであろうか?前に述べた様に一般には今後発見

される油田･ガス因の多くは大陸棚もしくは大陸斜面に

あるものと考えられ又最近発見されているものは巨大

油田といっても小さいものが多い事などを考えると今

までとは違った性格の油田カミ相当発見･開発されるので

は粗いかと思われる.MooDYは今後発見される石油の

44パ]セントはソ連･中国地域と中東の陸上から見出さ

れ従来の巨大油田と似た性格の貯油層にあると予測し

ている.しかし上述の様に中東や北海地域で現在知ら

れている油閏の80～90パｰセント以上が巨大油田である

事は今後はこの地域では比較的小さい油田が発見され

る可能性を意味しているといっても良さそうである･�
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���鎗10表�大�津�州の宥�油･夫�然�ガ�ス���

������駈知埋蔵量*����現生産量(日産)**��未発見資源量予測値*�

����既知油田数�既知ガス田数�石油1�ガス��石油�1�ガス�石油1�ガス

��オｰストラリア��6�28�31.1�10,680��58.2��ユエ.6�ユ2�425

��英領ソロモン諸島��一�■�一�■��一��'�O.1�O.2

�フ�イジ�イ�1�一�一�一��1��一�0.05�0.1

��ニュｰカレドニアロｰヤ�����������
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然ガス

SムNDERその他(1975)より

アジア･大洋州の炭化水素資源

今まで世界の炭化水素資源の可採量の概要を説明した

がこの項ではアジアと大洋州の状態について簡単に紹

介する.この地域で今まで知られている巨大油田は20

ありその内訳は中国5･インド1･オｰスラトリア

南東部3･ジャワ島3･スマトラ4･カリマンタン!･

ブルネイ2･マレｰ半島東海域1である.

これらの地域の炭化水素資源の状況を弧状列島･大陸

･大洋州の3地域にわけて第8･9･10表に示す.

これはSムND蛆(1975)の数字であるがこの内既知埋

蔵量に関しては約48億トンと見積っておりこれはOi1

andGasJouma1誌の1974年1月1日現在の数字(第1

表一5)に良く一致する.S州D瓦Rが“今後発見され

る"と考えて算出した量は約52億トンであって中国を

除けば約12億トンこの値はMo0DYのいう未発見量で

はなく推定埋蔵量と思われ第3表の第2欄のアジア

地域41億トン(1974年では37億トン)から確認埋蔵量29

億トン(1974年21億トン)を差引いたものに相当する.

この両者の値は良く一致する.

この数字でわかる様に現在ではアジア;最大の石油保有

国は中国と考えられ確認･推定約67億トン次いでイ

ンドネシアの約19億トンであり全地域では100億トン

となる.一方Mo0DYの未発見量を含めた期待し得る

資源量は中国を除いた地域で163億トン計上している.

インドネシアは北海と共に最も探査で成功している地

域の1つであり過去数年間に確認埋蔵量は2倍近くな

っており今後もしばらくはこの勢いが続くと予想され

ている.

今後の問題

以上炭化水素資源の賦存量に関する最近の考え方の概

要を石油に焦点をあてて紹介して来た.このほかに興

味深い問題がたくさんあるがその中で重要と思われる

もの即ち深海の石油･油田の最大規模･石油回収率･

価格と埋蔵量などの諸問題を簡単に此処で紹介する.

深海における石油賦存の可能性については一般に否

定的な意見が多く陸棚外縁が限度とされており前出

の資源量計算も水深約2,000mまでを計上している.

しかし世界各地の深海底42カ所の試錐から微量の炭化水

素が検出され又深海堆積物中の有機物の量は従来考え

られていた値より相当多い事などが最近判って来た.

更に深海底表面近くの堆積物は部分的に炭化水素を含ん

でおりこれは適当な条件下で埋蔵されれば石油となり

得る物質である.従ってMo0DYによれば深海底に

関する考え方を変えなければならない様な状況になる可

能性はあり石油資源に関して現在は深海を過小評価し

ている恐れがなきにしもあらずとの事である.しかし

この可能性は非常に小さいと考えられている.

現在知られている油田で最大のものはサウジアラビア

のGhawar油田であって230億トン以上の原始埋蔵量

を有している.しかしタｰルサンドには圧倒的な大鉱

床があって最大のものは南米のOrinoc0鉱床で原始

埋蔵量1,500億トン以上といわれる老大なるものであり

カナダのAthabascaが830億以上O1ene良が約800億

トンといわれている(第3図).タｰノレサンドが石油の

変質したものであるとすればこの様な規模の石油の集

積が何処かにあり得ると考えて差支えないのでは荏かろ

うか?又多くの自然現象の様に油田の規模に関して何

らかの正規分布が成り立つと考えO工inocoを最大規模

とすれば当然Ghawarより大きい油田の存在が考えら

れる.但しK工駆BY桂どは油田の規模による分布に規

則性のある根拠は何もたくその様な事は全く考えられ

ないとの立場である.一方巨大油田の多くは前カンブ

リア紀の基盤の上に乗っており各種の風化作用により�
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肖11制されないで残ったという事がきわめて童婁匁要素で

ある.従ってH0L亙鯛ENら(!975)がいう様に超巨

大油田で削剥されたものがどの位あったかは全く不明で

あるしGhawa工以上の規模のものが1カ所位どこかに

残っていても不思議ではない.

結局究極可採量などは上に述べた様に超巨大油田が新

しく発見されれば大きく影響される数字であるし又そ

の正否は数百年後に校らなければわからないかある

いは本質的に不可知なものであるかも知れない.KI伽

KBYはこの様な観点から究極可採量は重要視せず基本

的に問題放のは新しい油田･ガス因の発見率であるとし

最近は天然ガスに関し全体的に探査活動から得られる

結果は増加せずピｰクを過ぎたと考えている･

石油の埋蔵量に関する議論で強く印象に残る事の1つ

は採掘の際の回収率の低い点である.Mo0DYの統

計値では回収率を40パｰセントと見込んで可採量を算

出している.この値は通常の統計値より高いがそれに

しても回収率が1パｰセント上がれば世界の究極可採

量は70億トン増加する.従って石油の二次･三次回

収技術の研究はきわめて重要な問題であり今後最もカ

を入れるべき分野の1つであろう.

石油･天然ガスの様柱基礎的な物質についてはその

価格が経済全体に及ぼす影響のきわめて大きい事は実際

に体験ずみであるが価格が上昇すれば最終的に利用出

来る石油の量は増すであろうか?

地下資源で埋蔵量と価格の関係を最も明確な表現で表

わしているのはウラン鉱石である.通常金属鉱石の場

合は鉱石中の金属の含有率(品位)が主要な質の表現とな

るがウラン鉱石の場合は品位も問題にするが埋蔵量な

どの場合はその鉱石から作ったU呂O･の価格で分類する･

例えば1974年初の自由圏のウラン確定埋蔵量(U.08含

有量)はU.O.1ポンド当り10ドノレ以下のもの約124万

トン10～15ドノレのもの約92万トン計216万トン(IA

EA資料)と計算されている.勿論現今の様に物資

の価格が変わりまた地下資源の価格が政治的武器にな

る時代にはこの様な分類は混乱する恐れはあるが価格

による分類がウランに関して定着している事は評価して

良い.しかしこれは極端放例外であって普通金属鉱

石は品位と量を示すのにとどまる･

石油については直接的恋表現は用いられていない･

価格と埋蔵量の関係には3つの要素が考えられる様であ

る.即ち回収率･探査への刺激と悪条件下の採掘で

ある.回収率は上に述べた通りきわめて重要な問題で

あるが価格を含めた経済条件が良ければ回収率を上

げる可能性は充分あり可採量は大幅に増加し得よう･
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油田数の累積パｰセント

第3図世界で知られている最も大きな210油田･タｰル鉱床の規模分

布(H0LMGR酬andMo0DY1975)

･油田十印はタｰル鉱床

18×109バレルく32油田またはタｰル鉱床

8×109バレル<32-64油囲またはタｰル鉱床

1×10oバレル≦65-210油田またはタｰル鉱床

例えばMlo0DYの世界の究極可採量2,769億トンは回

収率を40パｰセントと計算しているので原始資源量は

6,923億トンである.この内どれだけを利用し得るか

は経済的技術的要因で異なって来るわけである･ただ

し究極可採量は実際には未知のものであり究極原始資

源量は価格とは無関係に計算されたものである.

価格の上昇により探査が活発になれば確認埋蔵量が

増す事はたしかである.また条件の悪い油田例えば

水深の深い海底油層の採掘などについては相当価格に

影響されると考えられる.これらについて定量的な考

察は出来るであろうが人為的に価格が大きく動く場合

には発表しにくいものであろう.

天然ガスについてはKI弧BYは余り価格の影響を受け

まいと考えている.回収率については石油と違って

余り改善されないし悪条件化で採掘すると貯蔵や運

搬などの燃料として掘ったガスの相当量を消費してしま

うから価格とは無関係に不可能であるというのがそ

の理由である.

おわりに

今知られている油田･ガス田は大部分が探査技術的に

非常に目立つもの非常に巨大なもの又は非常に良く

調査されて探査の行届いた地域にあるものの何れかで

あるといって良い.今後発見されるであろう油閏･ガ

ス岡は未探査地域のものだけではなく多くの小さな

油田大きいが探査技術に鋭敏に反応しないものなどが�
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挙げられよう.例えば世界最大のGhawar油田は地表

調査や物理探査の結果では特別に有望な構造とは考えら

れていたものではなく試錐によって始めて発見された

ものである(P趾TT&BR0BsT,1974).これから明ら

か匁様に探査技術の研究は非常に大きな成果を挙げ得る

ものであり強力に推し通めるべきものである.

更にこの小文の様在論議から引き出される結論の1つ

は:石油や天然ガスの埋蔵量や資源量の色カ恋計算値は

最も大きい推計値と最小値の開きカミ僅か2ないし3倍で

あって驚くべき良い一致を示しているがこれはあくま

でも現在の知識水準による計算値であって決して固定

的1こ考えてはならないという事である.

最後に石油は後何年位“もつ"であろうか?これは

一般に最も関心をもたれている問題であるがこれには

直裁な返答は無理である.鉱物資源はすべて大きな

生産を続けていて或る目突然澗渇して生産量がゼロに

なるという様な性格のものではない｡従って現在知ら

れている埋蔵量や究極資源量を生産量又は将来の想定

累積需要量で割って何年まで“もつ"という議論は余

り意味がない.この様な数字はR/P比などの系数と

して色々た目安に役立てるのであって文字通りの意味

をもっているわけではない.

石油の生産量の変せんについてはHUB鵬RT(1974)

が提唱した“釣鐘型曲線"(第4図)が良く用いられてい

る.これは石油の生産量が最大値に達した後減少す

る割合はピｰク量に達する前に増加した割合と同じで

あると仮定したものである.例えばMo0DYは現在

の究極可採量から見て釣鐘型曲線を用いてピｰク生

産量は1980年代後半か90年代始めであろうといっている.

しかしこのHUB脇RTの釣鐘型曲線は1つの仮説として

は興味あるものであるが筆者にはこの様抵経過をたど

るとは考えられない.石油だけではなくすべての鉱

物資源の生産量の変化はHUBB囲丁の曲線の様祖最大値

生

産

量30

を示す事なくむしろこれより低い所で毎年余り増減の

ない生産量を或る期間続けその後増加時より蓬かにゆ

るやかな割合で減少して行くのではないかと思われる.

確かに炭化水素燃料がエネノレギｰ源の主要部分を占め

るのはそれ程長い期間ではなく大方の識者のいわれる様

に20～30年程度であろうが炭化水素資源が人類にとっ

て非常に有用な役割を果す期間カミ今後相当長く続く事は

間違い荏かろう.この様な意味では石油･天然ガスは

非常に長く“もっ"と考える.

今回石油･天然ガスの埋蔵量について調べるにあたり

McKEmY,Mo0DY,KIRKBY,石和田靖章大町北一郎の諸氏

に多くの御教示をいただいた.ここに感謝の意を表する次第

である.

(筆者は鉱床部)
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